
                                

 

                                                          

  
                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜全体計画＞

基本的生活習慣を確立し、心身ともに健康な体をつくる。 

・新体力テストで第１学年から第６学年のAB率－DE率を36％以上にする。 
 ・運動やスポーツをすることが好き・やや好きと肯定的な回答をする児童の割合を90％以上にする。 

 

 東広島市立造賀小学校  様式① 

 

児童生徒の実態や体力・運動能力調査
等から明らかになった課題 

 

達成目標 

  

 

・ 自然に囲まれた田園地帯にある小規模

校である。 

・ ほとんどの児童が徒歩通学をし、最長通
学距離は、３㎞以上である。 

・ 全校児童数に対して運動場が広い。 

・ 運動場の水はけが全面的に悪く、冬季は
体育の授業や遊びに支障をきたすことが
多い。 

学 校 の 状 況 
 

 

① 体育科での取組 

・持久力を高めていくために、１年を通して３分間走の取組を継続していく。 

・体幹全体の基礎的な力を高めたり、各単元で行う運動に必要な動きを身に付けたりさせるために、上体起こしやプランク、クマ歩きなど、基礎感覚を高めるた

めの運動を準備運動後に行う。 

・仲間とのかかわりを広げ、運動することの楽しさをより実感させたり、運動の場や活動内容を工夫するなどして児童一人一人の運動量を向上させたりするため

に、低学年・中学年・高学年で合同体育授業を行う。 

・担任だけでなく、教職員全体で指導に関わる。 

② 体育科以外での取組 

   ・保健体育委員会を中心として、休憩時間に全校児童で体を動かす機会を設定し、外遊びの奨励を強化する。 

・学年の実態に合ったカードを作成し、めあてをもたせて年間を通した業間体育での３分間走の取組を継続することで持久力を付ける。 

・長期休業中に体力つくりの課題に取り組ませる。 

・９月から１０月にかけて、東広島市小学校陸上記録会に出場希望の児童のみでなく、練習参加を広く呼びかけ、走力や投力が向上するよう取り組む。 

・「校内体力優秀賞」「校内体力向上賞」として、新体力テストにおけるＡ判定の児童と前年度より判定が向上した児童を表彰することで意欲を継続させる。 

・体育朝会の実施を通して、様々な動きを身に付けることにより、主体的に運動に取り組ませるきっかけを作る。 

③ 家庭との連携（保健主事・養護教諭・各担任を中心に）  

・就寝時間や睡眠の大切さについて、身体測定などの機会に児童に指導したり、保健だよりで保護者に伝えたりする。 

・生活アンケートにおいて、「早寝」・「早起き」・「朝ごはん」・「外遊び」・「姿勢」の状況を把握し、家庭との連携を図り、「早寝早起きチャレンジ週間」や「ノーメ 

ディアデー」などの取組を実施することで、家族との時間を楽しんだり、規則正しい生活をしたりすることの良さを実感させる。 

 

 

・ 休憩時間に、室内遊びをする児童が増え
てきている。 

・ 決められた時間に就寝する児童が減少
してきている。 

（R７年度後期保護者アンケートの「決めら
れた時間に就寝できている。」に対する肯
定的評価  68％） 

・ テレビやゲームをする時間を決めて守

っている児童が減少してきている。 

（R７年度後期保護者アンケートの「子供は、
テレビを見る時間、ゲームをする時間を決
め、守っている。」に対する肯定的評価 
40％） 

児童生徒の運動・生活習慣の実態 

・ 運動やスポーツをすることが好き・やや好きと答

えた 5年生の男子児童の割合は 100％だが、女子児

童の割合は87.5％だった。 

 

・ 学校全体で行った「運動（体を動かす遊びを含む）

やスポーツをすることは好きですか。」というアン

ケートに肯定的な回答をした児童の割合は、男子

90.32％、女子89.28％だった。 

 

広島県体力・運動能力、運動習慣等
調査結果との比較から 

取組事項 

 

〇男子 

・「20ｍシャトルラン」において、全国平均値（令和６

年度）は達しているが、県平均値（令和７年度）よ

り低い結果であった。  

 

〇女子  

・ 「上体起こし」において、県平均値かつ全国平均値

より低い結果であった。 

 

 

・ 体育主任が中心となり、体育科の授業や取組の成果、児童の外遊びの様子等について情報交換をし、取組状況を確認し

て改善を図る。 

 

・ 長期休業中に体育科における授業力向上を目指した研修を行い、教員全体の専門性を高める。 

体 制 

 
 
・ 毎日の外遊びが活発になる。 
・ 目標に向かって粘り強く挑戦する意欲が向上する。 
・ 体力向上のための取組の効果が、健康生活（健康的な生活習慣）や精神面に反映する。 
・ 児童の体力や健康的な生活に対する保護者の関心が高まる。（学校への協力が期待される。） 

期待される効果 
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【体育科・保健体育科】          

【教科外】           

 

 

 

 

 
   

 

  

校内持久走大会 

 

湯船なわとび実施 

    （１～２月） 

【日常生活等】   

 

 

 

 

 

 

外遊びの奨励（通年） 

      

【家庭・地域との連携】  

 

 

 

 

健康生活アンケート

の実施 

  
 
 
 
 

 

   

 

 

 

 

健康生活アンケート

の実施 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

運動会 

湯船マラソン 

 

結果分析・計画立案  計画に基づき実施 
新体力テストの実施 
結果分析 

Plan 

評価 

見直し・次年度の計画 

Do Check Action Check 

見直しと改善計画の立案 

計画に基づき実施 

Plan Do Action 

基本的生活習慣を確立し、心身ともに健康な体をつくる。 

○体力の向上（授業始めの3分間走・業間体育を行う。） 

 ・新体力テストで第１学年から第６学年のAB率－DE率を36％以上にする。 
  ・運動やスポーツをすることが好き・やや好きと肯定的な回答をする児童の割合を90％以上にする。 

 

 

達成目標 

 東広島市立造賀小学校  ＜年間指導計画＞

様式② 

年間を通じて授業初めの３分間走、体つくり運動や鬼ごっこ 

 

器械運動 

毎時間の準備運動に走力・

持久力を高めるための運

動を取り入れる。 

表現運動 

毎時間の準備運動に走

力・持久力を高めるため

の運動を取り入れる。 

水遊び・浮く・泳ぐ運動・水泳 

 
水泳指導を通して、基礎体力を付ける。

夏季休業中は、市内水泳記録会へ向けて

の強化練習に取り組ませる。- 

体つくり運動・陸上運動 

寒くなると運動場の状態が悪くなり、屋外

で運動できない時期が続くため、体育館で

の授業を充実させ、運動量を確保する。 

新体力テスト 

（運動会後） 
校内体力優秀賞の基準を

周知し、目標をもたせ練習

に取り組ませる。 

水泳強化練習 

第５・６学年児童は、市内小

学校水泳記録会に向けて、練

習に取り組ませる。 

陸上運動強化練習 

高学年児童は、市内陸上記録会に

向けて、練習に取り組ませる。 

校内持久走大会に向け

て、学年の発達段階に合

った持久走カードを配

ることで目標をもって

練習に取り組ませる。 

縄跳びカードを配付

し、目標をもたせ練習

に取り組ませる。 

体育朝会や委員会活動等を活用し、昼休憩

（35分間）に、しっかりと外で遊ぼうとす

る意識を高める。 

休憩時間 

年に２回、生活アンケートを実施し、

課題のあった項目について、家庭との

連携を図り改善する。 

（早寝・早起き・朝ごはん） 

運動場の水はけが全面的に悪

いため、運動量が一気に減少

する。運動場の状態がよい時

は放送等で外遊びを奨励し、

児童の運動量を確保する。 

 

新体力テストで課題となった項目について、各学年

で家庭と連携して運動に取り組ませる。 

運動会を意識して、倒立などの基本的な技

に前学年から取り組んでおく。 

短縄発表会の実施 

湯船なわとびで取り組ん

できた成果を披露する場

を設ける。 

運動場の水はけが全面的に悪いため、

運動量が一気に減少する。運動場の状

態がよい時は放送等で外遊びを奨励

し、児童の運動量を確保する。 

春の新体力テストにおい

て児童の課題であった種

目を、体育科のサーキット

運動に取り入れる。 

ゲーム・ボール運動 

寒くなると運動場の状態が悪くなり、屋外

で運動できない時期が続くため、体育館で

の授業を充実させ、運動量を確保する。 

「校内体力優秀賞」「校

内体力向上賞」表彰 

全校遊び（児童会） 

３分間走の「ふりかえりカー

ド」を作成し、児童が自らの

成長を振り返る。 


